
会  長 ： 山形県知事 

副会長 ： 鶴岡市長 

山形大学理事・副学長、慶應義塾常任理事、産業支援機関理事長、
県食品産業協議会会長、県医師会長、県歯科医師会長、県銀行協
会会長 

医療（県民の健康増進） 
（進捗中、又は今後想定される共同研究） 

・がん、心血管疾患等のバイオマーカー探索 
・血液・尿・唾液による次世代健康診断の実用化 
 

食産業（地域産業に貢献） 
（進捗中、又は今後想定される共同研究） 

・地域農産物の機能性成分を活用した加工食品開発（都市エ   
 リア事業の継続的な取組み） 
・原材料から加工までメタボローム解析によるトータルな品質 
 管理技術の開発 

農業（地域農業に貢献） 
（進捗中、又は今後想定される共同研究） 

・地域農産物の機能性成分探索 

・病害、高温、乾燥などのストレスに強い農作物開発 

・生物農薬として利用可能な植物探索と物質の特定 

山形大医学部 
  がん、心血管疾患等の 

  バイオマーカー探索 
県内医療機関 
健康診断・臨床治験 

県立病院 
臨床治験 

工業技術センター 
醸造技術、食品加工技術 

県内食品・酒造企業 
高い食品加工・醸造技術 

山形大農学部 
在来作物、環境保全型農業 

農業総合研究ｾﾝﾀｰ 
水田農業試験場（水稲新品種開発） 

園芸試験場（果樹新品種開発） 

総合支庁産地研究室 
地域農産物の育種 

地域活性化に貢献する地域との共同研究 

 

成果活用推進・拡大委員会 
 

山形県バイオクラスター 

形成推進会議 

○共同研究の推進 

○関係機関の取組みの調整 

○推進会議に関する事前調整 

○バイオクラスター形成に関する合意形成 

○バイオクラスター形成に向けて共通で取り組むべき事 

 項の合意形成 

○バイオクラスター形成に係る重要事項の合意形成 

  慶應先端研、山形大学、県内の試験研究機関、企業、金融機関等が連携を深め、共同で本県において先導的なバイオ技術を核とした
知的・産業クラスター（バイオクラスター）の形成を推進するため、「山形県バイオクラスター形成推進会議」を設置する。 

①県内ニーズの調査・発掘 
ＪＡ、農業法人、農業者 

食品製造業者、医療関連企業 

③研究成果の活用支援    
県内企業での事業化に対する調整、助言等 

②県内研究機関の連携支援 
各試験研究機関の研究シーズとニーズの 

把握、相談窓口、先端研との調整、橋渡し 

④国等の外部資金事業の総括 
国やＪＳＴ等の研究事業の調整・申請、全体管理
等 

【 慶應先端研 】 

世界トップレベルのメタボローム解析技術 

県工業戦略技術振興課 ・鶴岡市政策企画課 
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  慶應先端研内のコーディネイト部門 

  地域との共同研究のコーディネート 

   ※ 専任職員の配置 
   

      管理法人機能 

    庄内地域産業振興センター等 

 

  ※ 庄内地域産業振興センターに 

      バイオ産業推進室を設置 

      （専任職員の配置） 

連携 

調整 

※管理法人への指導、助言、先端研への働きかけ 

本県のバイオクラスター形成のための推進体制について 

委員長 ： 県商工労働観光部工業戦略技術振興課科学技術政策主幹 

副委員長  ： 鶴岡市企画部政策企画課長 

山形大学、慶應先端研、㈱みどりサービス、県食品産業協議会、や
まがた食産業クラスター協議会、県薬事工業協会、各産業支援機関、 

県工業技術センター、県農業総合研究センター 



平成27年度における取組状況 

(１)協定に基づく慶應義塾大学先端生命科学研究所(慶應先端研)の教育研究活動に対する支援(第4期:H26

～30) 

(２)山形県バイオクラスター形成推進会議(6月)、山形県合成クモ糸繊維関連産業集積会議(11月)の開催 

(３)バイオクラスター形成促進事業の実施(実施主体:(公財)庄内地域産業振興センター) 

 ①コーディネーター3名、研究員2名の配置 

 ②県内及び県外における情報発信（東京・山形・米沢でセミナー・発表会を開催） 

 ③県内企業との共同研究による事業化の推進に向けた支援（9件） 

(４)国の政府関係機関の地方移転の取組に係り、国立がん研究センターの本県への移転を提案 

平成28年度における取組計画 

(１)協定に基づく慶應先端研の教育研究活動に対する支援(第4期:H26～30)  

(２)山形県バイオクラスター形成推進会議、山形県合成クモ糸繊維関連産業集積会議の開催 

(３)バイオクラスター形成促進事業の実施 (実施主体:(公財)庄内地域産業振興センター) 

 ①コーディネーター3名、研究員2名の配置 

 ②従来の研究発表・セミナー開催に加え、合成クモ糸繊維関連企業と県内企業との交流会を開催 

 ③県内企業との共同研究による事業化の推進に向けた支援に加え、事業化後の市場参入・拡大に係る 

取組を支援 

(４)国立がん研究センターの研究連携拠点の設置に向けた検討 

山形県におけるバイオクラスター形成に向けた取組について 



１ 慶應先端研 
 の先導的な研 
 究シーズ創出 

２ 慶應先端研 
 を軸とした先 
 導的なバイオ 
 研究成果の活 
 用による産業 
 振興 

(1) 世界をリードする 
 研究の推進、人的交 
 流の促進、地域の人 
 材育成 

（ 先端生命科学研究所教育研究支援事業費  350,723千円） 

予算額： ３９７，７３９千円 

(1) バイオ研究成果を 
 活用した地域活性化 
 に向けた全県的な取 
 組みの推進 

(2) 県内企業における 
 先導的なバイオ研究 
 成果を活用した事業 
 化促進 

平成２８年度バイオクラスター形成に向けた事業体系 

①山形県バイオクラスター形成推進会議等の開催 

 （関係機関との連携促進、次世代新素材による事業化促進）  781千円  

②コーディネーターの配置（２名）                    8,125千円 

 ・企業ニーズと研究シーズのマッチング、総合的な事業化支援 

③共同研究シーズ事業化支援事業の実施   18,241千円 

 ・先端研と県内企業等との共同研究の促進及び事業化・市場参入の支援 

④先端バイオテクノロジー活用基盤強化事業 17,599千円 

 ・県内企業との共同研究等に従事する研究員２名、コーディネーター１名、 

    事務職員１名の配置 

 ・地域バイオマス資源の有効活用に関する研究会の開催 

⑤合成クモ糸繊維研究成果普及促進事業    2,270千円 

 ・合成クモ糸繊維関連企業と県内企業との交流会を開催 

（ バイオクラスター形成促進事業費  47,016千円 ） 

①慶應先端研の教育研究活動への支援    350,000千円 

 ・メタボローム解析技術を応用した研究の推進 

  （健康・医療、農業・食品、環境・エネルギー分野） 

 ・基礎研究、基盤技術の開発 

  （メタボローム解析技術開発、ゲノムデザイン技術開発 等） 

 ・地域の人材育成 

  （高校生研究助手・特別研究生、高校生バイオサミット、各種セミナー 

   の開催） 

 ・国際会議・学会の開催等による人的交流の促進 

②連絡調整事務費 等                    723千円 



成果活用推進・拡大委員会の概要について 

■ 主な意見 

 □ 企業から相談を受けた際に、各組織では対応できないような案件がある。同委員会のネッ
トワーク・連携を活かし、情報を共有することで、このような案件を拾い、支援していく
べきである。 

 □ 慶應先端研との共同研究については、食品分野が県内企業にとって最も連携しやすい分野
であると考えられるので、引き続き、食品分野を中心にしてコーディネート活動を展開し
ていくべきである。 

 □ 医薬分野においては、県薬事工業会のネットワーク等を使い、県内企業との共同研究の拡
大を図っていく。 

 □ 機能性表示食品制度については、県内の中小企業にとって、費用負担が重いと思われる。
農業県の強みを活かし、農産物での機能性表示も一つの選択肢ではないか。また、企業が
目指すには県のサポートが必要と思われる。 

■ 日 時 平成28年7月1日(金) 午後1時30分から午後3時30分まで 

■ 会 場 山形県庁内会議室 


